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史
部
長
あ
い
さ
つ

表
千
家
同
門
会
　
長
野
県
支
部
　
支
部
長
　
汁
μ
　
　
計
膝
　
　
迭
・Ｈ
　
　
一
甲

一
般
社
団
法
人

「表
千
家
同
門
会
」
は
、
猶
有

斎
千
宗
左
お
家
元
の
も
と
で
令
和
の
大
改
革
に
着

手
し
ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
新
し
い
資
格
制
度
に
つ
い
て
、
「表

千
家
准
教
授
」
と

「表
千
家
教
授
」
は
、
会
員
が

資
格
を
と
る
こ
と
が
、
遠

い
存
在
で
あ

っ
た
も
の

か
ら
、
誰
で
も
気
軽
に
茶
道
を
学
び
、
更
に
尚
か

つ
資
格
が
取
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
た
び
大
幅
に
制

度
の
改
革
を
行
い
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
支
部
総
会
及
び
、
資
格
者
講
習
会
、
教

授
者
講
習
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
ま
で
の
や
り

方
を
大
き
く
変
え
、
茶
道
の
持

つ
伝
統
文
化
を
わ

か
り
や
す
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

私
共

の
生
活
様
式

の
変
化
と
、
「
コ
ロ
ナ
禍
」

と
い
う
失
わ
れ
た
歳
月
の
な
か
で
、
伝
統
文
化
の

茶
道
の
道
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
人
々
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
高
齢
化
が
進
み
、
会
員
が
大
幅
に
減

っ
て

い
く
な
か
で
、
改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

が
き
て
い
ま
す
。

私
共
執
行
部
も
、
三
年
間
の
任
期
の
出
発
に
あ

た
る
本
年
度
か
ら
責
任
を
も

っ
て
、
大
改
革
の
意

味
を
咀
嗚
し
て
支
部
の
運
営
に
当
た
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
令
和

の
表
千
家
同
門
会

の
大
改
革
を

し

っ
か
り
理
解
し
て
、
共
に
学
ん
で
ゆ
く
方
々
が

少
し
で
も
増
え
ま
す
よ
う
に
、
努
力
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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令和 8年度 行 事 案 内
(令和 8年 4月 1日～令和 9年 3月 31日 )

。支部行事

。地区行事

月  日 行  事 場  所 摘  要

5月 31日 (日 ) 支部総会 。一般講習会 松本市 ホテルブエナビスタ 講師 松本 英樹 宗匠
内藤 宗隆 先生

6月 1日 (月 ) 資格者講習会 松本市 ホテルブエナビスタ 講師 松本 英樹
内藤 宗隆

宗匠

先生

H月 13日 (金 ) 教授者講習会 松本市 ホテルブエナビスタ 講師 郡 知久 宗匠
◇支部総会   支部総会における本部講師からのお話 聰「中斎の話」
◇一般講習会  講習課目 「且座J松本地区 「薄茶J諏訪地区
◇資格者講習会 講習課目実技 「初炭」伊那地区 「台飾」飯田地区 「廻花J北信地区

当日配布する資料の解説

◇教授者講習会 講習課目 教本 「炉」
実技 「炭所望、濃茶、薄茶」

※いずれも一日開催で、呈茶、点心があります。点心 (昼食)代 2,700円は当日受付でお支払いいただき、
この支払をもって参加と見なします。

支部総会 。一般講習会は事前にご案内と出欠確認の往復はがきをお送りいたします。

資格者講習会、教授者講習会に該当の方には、不審奄より案内状をお送りいたします。

当日は会員証、通知はがきの往信用、教授者講習会受講者証が必要です。

詳しくはご案内はがきにてご確認ください。

※講習会中のスマホなどによる録音・録画はご遠慮願います。

地区 月  日 行  事 場  所 摘  要

】ヒ布妻

4月 26日 (日 )
長野市諸流合同茶会

茶友会 春の茶会 善光寺大勧進
茶券をご希望の方は事前

に北信地区幹事まで

6月 3日 (水 ) 沈香亭月釜 善光寺大勧進 //

9月 27日 (日 ) 茶究供養 善光寺大勧進 /′

10月 4日 (日 ) 北信地区主催茶会 善光寺大勧進 //

10月予定 小田切家茶会 須坂市 小田切家
11月 3日 (火祝) 御懺法講式懸釜 善光寺大勧進 大勧進主催 会費無料
11月 3日 (火祝) 一茶秋麗茶会 高山村 一茶館

松本 10月 12日 (月祝) 国宝松本城合同茶会 松本市 国宝松本城 一般参加可

諏訪
10月 懸釜 諏訪市 カルチャーホームすわ
令和 9年 1月 初釜 岡谷市 ライフプラザマリオ

伊那

6月 7日 (日 ) 青菓の茶会 伊那市 春近郷ふれ愛館
秋頃 上伊那茶道連盟研修会

令和 9年
1月 24日 (日 )

初釜 伊那市 春近郷ふれ愛館

飯田

4,5,6
9,12月

7
月釜 飯田市 峯高寺

11月 8日 (日 ) 開炉の茶会 飯田市 峯高寺 濃茶席、薄茶席、立礼、

点心

令和 9年

1月 24日 (日 )
初釜 飯田市 峯高寺 濃茶席、薄茶席
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
れ
八
年
鍵
寿
表
彰
若
紹
介

宮

島

柴
　
田

野
　
尻

園
　
原

中

村

宮
　
下

工上
　
木

政
　
子

様

や
よ
ひ

様

彩
　
子

様

則
　
子

様

光
　
子

様

美
ゑ
子

様

三
千
代

様

小

林

竹
　
単剛

関
　
回

竹
　
入

松
　
田

五
十
嵐

神
　
屋

美
穂
子

様

直
　
子

様

よ
ね
子

様

洋
　
子

様

千
寿
子

様

血
（　
子

様

初

枝

様

史

部

功
芳
若

表

彰

紹
介

長
き
に
わ
た
り
表
千
家
同
門
会
、
ま
た
長

野
県
支
部

へ
の
ご
尽
力
、
ご
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
支
部
特
別
功
労
者
、
支
部
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ｏ
支
部
特
別
功
労
者
表
彰
ｏ

高
　
山
　
美
智
子

様

本

田

久

子

様

小

池

則

之

様

ｏ
支
部
功
労
者
表
彰

●

上
　
野
　
垂早
　
子

様

一
宮
　
澤
　
千
賀
子

様

◆
尋

新
生
青
年
部

誓
◆

表
千
家
同
F日

会

長
野
県
青
年
音Б
役
員

部

長

副
部
長

兼
会
計

〈
本

計

幹

事

ご
挨
拶

表
千
家
同
門
会
　
長
野
県
青
年
部
部
長

鈴

木

　

　

豊

先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
青
年

部
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

既
報
の
通
り
本
年
度
よ
り
青
年
部
の
体
制
が
大

き
く
変
わ
る
転
換
の
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま

す
が
、
広
大
な
面
積
を
持
つ
長
野
県
に
お
い
て
、

各
地
区
の
青
年
部
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ

し
、
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
こ
と
が

一
番
の
願
い

で
す
。
未
熟
な
若
輩
者
で
す
が
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
諸
先
生
方
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
何
卒
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

松 山 安 永 吉 藤 鈴

野 田 静 井 川 田 木

沙
智
子

真 江 由

壽 美 真 豊

珠 朱

美 莉

〈
選
任
役
員
〉

幹

事

日高宮宮本小

達山下澤田池

則美昌千
智 賀
子子子子

幹
事
ネ甫
佐

齋青葛森有小

藤柳綿山賀 島

礼陽幸祐典悦

子子子子子子

辞
耕
繁
綿
　
冨
士

任
期
中
の
ご
尽
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

則
　
之

久
　
子

飯 伊 諏  松 佐 上

田  那  訪   本  久  田

金 平 小 伊 五 河 田 小 篠 中 長 小 佐 呂
士

】ヒ

信

柄 滝

澤 沢 林 藤 味西 中林 田村 漬林 伯原 澤 澤

志 栄 香 敬 出祐  先美 ま貞 照京 弘美 ゆ
緒      也 ゆ    佐 み

保子 理 子雲 子孝子子 み子 昌子子 子 子

副
支
部
長

支
部
顧
問

支
部
特
別
参
与

副
支
部
長

会
計
責
任
者

地
区
幹
事

事

務

長

支

音呂

長

二矢 開倉 矢藤小佐

木澤  科 澤森松藤

さ清 恒 利 文 郁  浩
や
か 彰 明 行 昭 男 裕 市

中
曽
根

任
期

不日
八
年
四
月

日
;

令
不日
十

年

月

十

日

飯   伊  諏       ,松  佐

田   那  訪       本  久

佐 原 熊 片 矢 酒 金 名 飯 山 堀 竹 熊 松 金 羽
々

地
区
幹
事
補
佐

上
　
田
　
士
口
　
田

】ヒ

信

伊 久
保

原 木 田谷 桐 澤 井 子 取 尾 田 内 渕 倉 澤 子 場 藤 田

弘 裕 弥 裕 宮 洋  亜 ひ 美 文 和 裕 靖 祐 智 厚 美 康 君 克
美     ろ

子 子 生 子 子 子 豪 矢 み 穂 香 代 子 子 子 子 子 子 子 代 子

表
十
家
同
円
会

長
野
呆
史
部
　
薪
彎
　
好
い
　
電
貝
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今
和
七
年
度

支
部
行
事
報
告

支
部
総
会

・
一
般
講
習
会

令
和
七
年
度
の
支
部
総
会
並
び
に

一
般
講
習
会

は
、
松
本
市
の
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
に
於
い
て

十

一
月
二
十
四
日

（月

・
振
替
休
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
お
家
元
よ
り
熊
倉
岐
晃
宗
匠
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
ず
佐
藤
浩
市
支
部
長
よ
り
ご
挨
拶
の
お
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
猶
有
斎
お
家
元
宗
匠
よ
り
ご
襲

名
の
内
祝
い
と
し
て
各
支
部
に
頂
戴
し
た

一
行
が
、

熊
倉
宗
匠
よ
り
佐
藤
支
部
長
に
贈
呈
さ
れ
、
ご
披

露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
野
県
支
部
に
は

「八
風
吹
不
動
」
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
松
本
市
長

臥
雲
義
尚
様
よ
り
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
開
事
務
長
よ

り
前
年
度
の
事
業
報
告
、
本
年
度
の
事
業
計
画
が
、

矢
澤
会
計
責
任
者
よ
り
令
和
六
年
度
収
支
決
算
、

令
和
七
年
度
収
支
予
算
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
表
彰
が
あ
り
、
本
年
度
の
総
会
で
の
梶
寿

表
彰
の
皆
さ
ま
と
、
支
部
功
労
者
表
彰
の
笠
原
千

恵
子
様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

熊
倉
宗
匠
よ
り

「怪
斎
の
話
」
の
ご
講
話
を
賜

り
、
近
代
日
本
の
大
き
な
変
革
の
流
れ
の
中
で
、

茶
道
の
復
興
に
努
め
ら
れ
更
な
る
隆
盛
の
足
掛
か

り
を
築
か
れ
た
こ
と
、
ま
た
火
災
に
よ
り
焼
失
し

た
家
元
の
茶
室
再
建
へ
の
ご
尽
力
を
、
人
と
な
り

を
交
え
て
興
味
深
く
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

午
後
に
は

一
般
講
習
会
が
行
わ
れ

「花
所
望
」

「長
緒
」
「薄
茶
」
の
実
技
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

宗
匠
の
丁
寧
な
ご
指
導
と
明
解
な
説
明
を
会
員

一

同
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
者

は
三
二
四
名
、
受
講
地
変
更
者
は

一
名
で
し
た
。

資
格
者
講
習
会

総
会
翌
日
の
十

一
月
二
十
五
日

（火
）
同
じ
く

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
に
於
い
て
資
格
者
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
家
元
よ
り
熊
倉
岐
晃
宗

匠
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
午
前

の
実
技
講
習

「初
炭
」
「茶
カ
ブ
キ
」
に
続
き
、

午
後
は
資
料
の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
炉

で
の
初
炭
と
茶
カ
ブ
キ
の
実
技
講
習
は
た
い
へ
ん

猶有斎お家元宗匠よりの一行

一般講習会「長緒」

入
瓜
宝
本
勢

勉
強
に
な
り
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

受
講
者
は
二
三
九
名
、
受
講
地
変
更
者
は
二
名

で
し
た
。

両
日
と
も
長
野
地
区
が
呈
茶
を
担
当
し
、
ご
当

地
の
お
い
し
い
お
菓
子
と
会
員
の
皆
さ
ん
の
心
か

ら
の
お
薄
を
堪
能
し
ま
し
た
。

教
授
者
講
習
会

山
梨
県
支
部

・
長
野
県
支
部
合
同
の
教
授
者
講

習
会
が
、
五
月
二
十
八
日

（水
）
山
梨
県
甲
府
市

の
常
磐
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お

家
元
よ
り
小
笹
晃
宗
匠
、
堀
内
紀
彦
宗
匠
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
講
習
内
容
は
教

本

「風
炉
」
、
実
技

「炭
点
前
、
続
薄
茶
」
で
し
た
。

小
笹
宗
匠
は
教
授
者
と
し
て
の
心
構
え
や
講
習

会
の
意
義
を
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
堀
内
宗

匠
か
ら
は
風
炉
に
つ
い
て
の
実
践
的
な
お
話
を
図

を
交
え
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「初炭」

「茶カブキ」
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高
水
地
区

令
紳
七
年
度

地
区
だ
よ
り

４
・
‐３
倒

須
坂
市
民
茶
会

金
口願
一こ

５
ｏ
‐８
働

中
野
市
民
茶
会

（如
来
上し

６
・８
倒

入
門
！
気
軽
に
薄
茶
を
飲
も
う

（高
山
村
一
茶
館
）

９
・
２７
い

小
田
切
家
茶
会

（須
坂
市
）

Ｈ
・９
倒

一
茶
秋
一農
茶
会

全
四回山
村
一
茶
館
）

●
高
山
小
学
校
茶
道
部
指
導

（ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）

日

国

凹

ロ

４
・
３
ｍ

沈
香
亭
月
釜
　
薄
茶

一
席

（善
光
寺
大
勧
進
）

一
〇
〇
名
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た

４
・
２７
回

長
野
市
諸
流
合
同
茶
会
　
茶
友

会
春
の
茶
会

釜
口光
寺
大
勧
進
）

懸
釜
五
席
　
内
表
千
家
二
席

６
・
２２
慟

表
千
家
同
門
会
長
野
地
区
主
催

茶
会

釜
口光
二寸
大
勧
進
）

二
一
〇
名
が
ご
来
席
く
だ
さ
い
ま
し
た

入門 !気軽に薄茶を飲もう

―茶秋麗茶会 小田切家茶会

９
・
３
囲

沈
香
亭
月
釜
　
薄
茶

一
席

（善
光
寺
大
勧
進
）

９
・
２８
倒

茶
先
供
養

釜
口光
工寸
大
勧
進
）

懸
釜
三
席
　
内
表
千
家

一
席

Ｈ
・
２
回

長
野
市
菓
子
祭
に
合
わ
せ
呈
茶

（長
野
市
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ
ア
）

一
般
市
民
の
方

一
八
〇
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た

ｍ

因

凹

ロ

‐０
・
‐３
側
例

第
四
十
七
回
国
宝
松
本
城
合

同
茶
会

（松
本
城
本
丸
庭
国
内
）

本
年
の
表
千
家
の
席
は
乾
小
天
守
の
真
下

「乾

の
席
」
近
く
に
は
天
守
入
場
を
待

つ

観
光
客
の
長
い
行
列
も
　
分⊂
来
席
者
は
七

一
六
名
で
し
た

沈香亭月釜

表千家同門会長野地区主催茶会国宝松本効合同茶会「乾の席」

ｍ

酬

凹

ロ

９
ｏ２‐
倒

懸
釜
爺
訪
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム
す
０

参
加
者

一
〇
〇
名
で
し
た

令
和
８
年
１
・
１２
倒
側

初
釜

（岡
谷
畜
フ
イ

フ
プ
ラ
ザ
マ
リ
オ
）

寒

い
朝

で
し
た

が
好
天
に
恵
ま

れ
大
勢

の
方
に

ご
参
加

い
た
だ

き
ま
し
た

コ
ロ
ナ
禍
前
と

変
わ
ら
ぬ
茶
席

に
も
ど
り
嬉
し

く
思
い
ま
し
た

ｍ
ｍ
凹
ロ

６
・
８
倒

土目
葉
の
茶
会

（伊
那
市
春
近
郷
ふ

れ
愛
館
）

‐０
。
‐９
倒

第
十
七
回
上
伊
那
茶
道
連
盟
合

同
茶
会

（伊
那
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

参
加
者
は
約

一
七
〇
名
で
し
た

令
和
８
年
１
・
２５
倒

初
釜

（伊
那
市
春
近
郷

ふ
れ
愛
館
）

青葉の茶会

諏訪地区 初釜上伊那茶道連盟合同茶会

月
咎
六
百
二
十
口
記
念
恭
会
に
あ
た
り

廂

国

凹

ロ

ー。
．
２６
同

月
釜
六
百
五
十
回
記
念
茶
会

（飯
田
市
峯
高
寺
）

令
和
８
年
１
・２５
倒

初
釜

（飯
田
市
垂
皇
じ

４
・５
・６
・７
・９
・
‐２
月

月
釜

（飯
田
市
峯

古向上寸
）

「
ユ
坐
喫
茶
」

こ
の
た
び
め
で
た
く
月
各
六
百
二
十
口
を
４

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
縮
に
先
率
方
の
お
骨
折
り
と
、
快
く

会
場
を
提
供
し
て
く
だ
き
る
、
各
島
寺
権
、
え

に
会
員
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
爽
め
て
惑

謝
ヤ
し
上
げ
ま
す
。

「
ユ
坐
要
恭
」
と
Ｐ
９
盲
紫
が
あ
り
ま
す
が
、

い
に
し
え
よ
り
お
恭
と
祥
と
は
物
っ
て
も
物
れ

な
い
と
盲
わ
れ
て
き
た
盲
紫
で
す
。
友
趣
に
掲

げ
た

「
ユ
坐
要
恭
」
と
は

「
よ
あ
座

っ
て
お
恭

で
も
吾
し
上
が
れ
」
と
い
う
意
水
で
す
が
〃
日

常
に
本

の
あ
る
泰
ら
し

〃
を
日
々
衣
々
は
実
威

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

鋲
口
。
下
ケ
那
地
方
に
は
、
名
水
と
盲
わ
れ

る
湧
き
水
が
あ
り
ま
す
。
お
恭
を
堵
む
私
た
ち

に
は
林
恭
と
恭
究
が
あ
り
ま
す
か
ら

「
一
服
審

し
上
が
れ
」
の
職
は
容
易
に
友
現
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
柔
子
は
緒
で
も
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
も
有
り
谷
わ
せ
で
。
こ
ん
な
形
の

一
敲
は
休
恭
に
な
じ
み
の
な
い
方
に
も
問
竜
い

な
く
与
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
お
稽
古
は
言
う
ま

で
も
な
く
人
物
で
す
が
、
日
々
の
中
に
お
恭
の

あ
る
生
活
も
入
、
質
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
ま
で
継
Λ
さ
れ
た
本

の
湯
の
夫
化
を
次

世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
、
な
た
ち
の
役
日
で

あ
る
と
肝
に
銘
じ
周
金
会
の
え
な
る
奔
晨
を
越

よ
り
祈
念
ヤ
し
上
げ
ま
す
。

谷
和
セ
午
十
月
二
十
六
日

表
十
奈
同
門
会
長
野
県
丈
部

仮
口
地
区
　
周
　
公
　
会

代
表
　
欠

澤

清

兒



令和 8年 5月 1日 第 10号 (6)
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脅等攣影拳換禁遺だ誤り

令 和 8年 度 活 動 予 定 鈴 禾日8年 4月 1日 ～行 日9年 3月 31日 )

○

月  日 行  事 場  所 摘  要

青年

吉F

8月 1日 (土 )
いいだ人形劇フェスタ

2026
飯田市 呈茶

8月 11日 (火祝) いいやま灯篭まつり 飯山市

10月 豊田公民館文化祭 中野市

令和 9年 2月
第 14回チャリティー

茶会
飯田市勤労者福祉センター

学校

茶道

3月 26日 (木 ) 学校茶道連絡会 松本市 全久院

8月 5日 (水 )

諏訪湖畔でフィールド

ワーク (野点)と美術
館巡り

諏訪湖周辺

サンリツ服部美術館

特別企画展『茶道具をめ

ぐる物語』茶道具の由緒

や伝来に注目した展覧会

青
年
部
だ
よ
り

国
民
凹
ロ

ー０
．
２５
田

堂
豆
田
公
民
館
文
化
祭

「お
抹
茶
体
験
」
答中
野
市
）

茶
究
ふ
り

お
抹
茶

の
飲

み
方
を
体
験

し
て
い
た
だ
き

楽

し
ん
で
も
ら
え
ま

し
た

格
子
さ
ん
の

参
加
も
あ
り
嬉

し

か

っ
た
で
す

廂
凹
凹
ロ

１０
。
Ｈ
田

和
菓
子
作
り
体
験

（飯
田
市
）

講
師
　
船
橋
屋
　
一二
〇
名
の
親
子
連
れ

小
中
高
校
生

が
参
加
さ
れ
ま
し
た

令
和
８
ｏ２
・
２３

（月
。祝
）
第
十
三
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

（飯
田
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

収
益
の
一
部
は
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
能
登

半
島
地
震
の
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
し
た

学
校
茶
と
，
よ
サ

４
・
‐６
硼

連
絡
会
　
松
本
市
　
全
久
院

８
・
５
側

体
験
企
画

「
ロ
ク
ロ
で
お
茶
碗
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

講
師
　
篠
田
弘
明

（悠
山
窯
高
ボ
ッ
チ
陶
芸
倶
楽
部
主
字
）

〉1争

際
部

チャリティー茶会
飯田地区青年部

作
陶
体
験
に
参
加
し
て

長
野
県
立
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
３
年
（令
和
七
年
度
卒
）

小

原

芳

野

今
年
の
夏
、
私
は
塩
尻
市
に
あ
る

「高
ボ
ッ
チ
陶
芸
倶

楽
部
」
に
て
開
催
さ
れ
た

「お
茶
碗
を
作

っ
て
み
よ
う
！
」

と
い
う
貴
重
な
作
陶
体
験
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
企
画
は
、
私
た
ち
が
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る

茶
の
湯
や
お
茶
席
に
関
心
を
持
つ
中
で
、
日
頃
使
用
し
て

い
る
茶
道
具
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
長
野
県
立

大
学
表
千
家
茶
道
サ
ー
ク
ル
か
ら
は
、
私
を
含
め
て
二
人

が
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
お
誘
い
を
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
日
頃
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
で
ご
指
導
い
た

だ
い
て
い
る
冨
士
原
先
生
で
す
。
先
生
が
私
た
ち
の
学
び

の
機
会
を
広
げ
よ
う
と
し
て
く
だ
さ
る
お
心
遣
い
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（中
略
）

こ
の
夏
の
お
茶
碗
作
り
体
験
は
、
茶
道
の
学
び
を
深
め

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
工
芸
に
対
す
る
新
た
な
視

点
と
敬
意
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
既
に
完
成
し
手
元
に

用
い
た
お
茶
碗
を
、
今
は
愛
着
を
持

っ
て
日
常
生
活
で
大

切
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
機
会
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
長
野
県
支
部
様
、
丁
寧
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ

た
高
ボ
ッ
チ
陶
芸
倶
楽
部
の
方
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

夏休み合宿で



(7) 第 10号 令和 8年 5月 1日

地 区V?
佐
久
地
区
は
立
科
町
を
拠
点
と
し
た
碧
桐
会
を

中
心
に
、
長
野
県
支
部
の
創
立
当
初
か
ら
活
動
に

加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
茶
室
の
あ
る
リ
ン
ゴ
園
か

ら
始
ま
っ
た
秋
の
茶
会
は
、
安
楽
寺

（上
田
市
別

所
）
龍
光
院

。
前
山
寺

（上
田
市
塩
田
）
津
金
寺

（立
科
町
）
な
ど
を
会
場
に
、
平
成
十
三
年
ま
で

毎
年
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
久
地
区
青
年
部
は
他
地
区
に
先
駆
け

昭
和
五
三
年
に
結
成
さ
れ
、
平
成
十
五
年
ま
で
真

摯
に
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
青
年
部

は
活
動
を
停
止
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
思
い

返
し
て
も
か
な
り
し
っ
か
り
活
動
し
て
き
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
活
動
は
総
務
部

。
事

業
部

・
教
養
部
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
顧
間
の
先
生

方
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
総
務
部
は
年

一
回
の
総
会
と
会
計
を
担
い
ま
し
た
。

事
業
部
は
事
業
を
年

一
回
か
ら
二
回
計
画
実
施

し
ま
し
た
。
内
容
は
茶
碗
作
り
や
茶
杓
作
り
、
生

菓
子
作
り
も
し
ま
し
た
。
茶
事
の
講
習
や
茶
花
の

講
習
等
も
致
し
ま
し
た
。
県
内
外
の
美
術
館

・
博

物
館
の
茶
道
に
関
す
る
特
別
展
の
見
学
、
遠
く
は

備
前
焼
の
窯
元
見
学
を
含
め
た
研
修
旅
行
も
行
い

ま
し
た
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
カ
ー
リ
ン
グ
会

場
で
呈
茶
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
い
う
の
で

英
会
話
の
講
習
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

興
味
の
赴
く
こ
と
や
日
頃
の
お
稽
古
の
補
足
的
な

こ
と
な
ど
顧
間
の
先
生
と
相
談
し
な
が
ら
、
多
岐

に
わ
た
り
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。

教
養
部
は
、
「寂
心
」
と
い
う
青
年
部
だ
よ
り

を
年
二
回
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
行
事
に
参
加
し

た
部
員
の
声
や
先
生
方
の
寄
稿
、
茶
道
に
関
す
る

締

・・・
・・　

佐

久
　
地
　
区轄

ヾ

利

体

言

奮

■

1欝
H10.2.13 オリンピックボランティア会場前にて

第  「8 号
■,者 Ar家 同P,4長 yf

栞支口1:1■衣古キ斗

〔野県北佐久瓢I

求,i:Ч ll10と

rF、  iR   愛

機 隼 数   k  ,1

=li軍
!所 ア オ 々 ギ 向,ヨI

ミ
ニ
知
識
な
ど
も
載

せ
交
流
を
図
る
役
目

を
果
た
し
ま
し
た
。

「
青
年
部

の
目
標

の
言
葉
」
が
あ

っ
て
、

総
会
の
最
後
に
唱
和

す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
し
た
。
気
恥
ず

か
し
か

っ
た
の
で
す

が
、

こ
の

「
目
標
」

は
お
茶
の
道
を
分
か

り
や
す
く
説
い
た
内

容
か
と
思
い
ま
す
。

目
標
―
お
茶
を
す
る

人
同
志
仲
良

く
し
、
お
点
前
の
修
行
に
よ
り
人
格
を
高

め
、
毎
日
の
生
活
に
十
分
生
か
し
、
生
活

が
心
豊
か
に
な
っ
て
自
分
の
世
界
を
広
く

深
く
す
る
。
―

今
や
青
年
部
員
は
五
十
代
か
ら
七
十
代
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
目
標
を

大
切
に
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
佐
久
地
区
の
皆
さ
ん
が
ま
と

ま
っ
て
、
地
区
が
存
続
出
来
た
ら
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

茶道表千家 片桐社中碧桐会茶会 S61.10.12 津金寺にて



令和 8年 5月 1日 第 10号 (8)

表千家同門会長野県支部 令和 7年度収支決算 令和 8年度収支予算 (案 )
収入の部

支出の部

科  目 7年度予算 7年度決算 8年度予算 (案 ) 摘 要

本 部 交 付 金 2′ 885′ 000 2′ 885′ 000 2′ 818′ 000
講習会受託交付金 1′ 902′ 000 1′ 902′ 000 3,563′000 資格者講習会・教授者講習会
茶  会  収  入 0 0 0

研 修 会 収 入 0 0 0

雑   収   入 0 10′000 0 ポイント利用分

特 別 本 部 交 付 金 0 0 0

追 加 交 付 金 969′ 353 969,353 825′ 960

支 部 積 立 基 金 3′ 603′ 089 3′ 603′ 089 3′ 606′ 000

受  取  利  息 100 7′ 000 5′000

収 入 合 計 9′ 359′ 542 9′ 376′ 442 10′ 817′ 960

(単位 :円 )

科 目 7年度予算 7年度決算 8年度予算 (案 ) 摘 要

支 部 総 会 費 2′ 157′ 143 2′ 135′437 1 560
1′ 655′ 000
1 000

0

教 授 者 講 習 会 費 0

1 90

0

0

資 格 者 講 習 会 費 1′ 891′ 981

茶   会   費 0

茶 道 文 化 研 究 費 345′ 310 325′ 830 338′ 400 青年部補助 支部だより印刷発送
謝 金 0 0 0

会   議   費 354′ 000 360′ 000 269′ 000 幹事会 事務局会 支部だより編集会議
旅 費 交 通 費 358,000 352′ 000 245,000 本部が定める出張旅費規定に基づく
通   信   費 15′ 000 22′ 000 20′ 000 各種通知
消 耗 品 費 20′ 000 26′ 000 25′000 コピー代等
茶 道 具 購 入 費 0 0 0

地 代 家 賃 600′ 000 600,000 600′ 000 @50′000× 12カ月 内規に基づく
慶   弔   費 0 0 0

茶 道 普 及 費 0 0 0 雑誌広告料

雑 費 5′000 880 5,000 送金手数料等

支 部 橋 立 基 ⇔ 繰 入 3603089 3′ 605′ 881 3′606,000

支 出 合 計 9 542 9,320′009 10′ 817′ 960

差  引  残  高 0 56′ 433 0

卜

Ｒ

一〓
口
上
▼
ｔ

横
内
　
糖

下
郎

氏

横
内
祐

一
郎
氏
は
、
去
る
四
月
二
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
八
歳
で
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
六
月
よ
り
平
成
二
十
年
二

月
ま
で
三
代
目
の
長
野
県
支
部
長
を
務
め
ら

れ
、
本
会
を
更
な
る
発
展
へ
と
導
き
、
永
き

に
わ
た
り
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
氏
は
世
界
に
知
ら
れ
る
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
メ
ー
カ
ー

・
フ
ジ
ゲ
ン
の
創
業
者
で
、

松
本
芸
術
文
化
協
会
会
長
な
ど
も
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
長
か
ら

一
言

日
頃
は
同
門
会
長
野
県
支
部
の
活
動
に
ご

教
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

支
部
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
頂
き
、
円
滑

に
支
部
行
事
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。支
部
長
の
ご
挨
拶
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

今
年
度
か
ら
資
格
申
請
制
度
、
講
習
会
の
形

態
、
青
年
部
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
諸
の
事

案
が
過
渡
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
各

位
に
は
引
き
続
き
支
部
発
展
に
ご
尽
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
表
千
家
同
門
会
長
野
県
支
部
事
務
長

開

　

恒

　

明

支部事務所について

【住所】 ギ399-8102安曇野市三郷温610
瑠璃光寺内

【電話】 070-2902-2319
【支部公式メールアドレス】
nagano_domonkai@omotesenkejp

(支部電話番号、メールアドレスは、同門会

本部貸与の携帯電話のものになります。)

鰹
鰹

籐

謂

Ⅲ

磯

長
野
県
支
部
だ
よ
り
第
１０
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
編
集
に
あ
た
り

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

も
は
や
人
工
知
能
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
席
巻
さ
れ
た
か
に
み
え

る
今
日
、
時
代
を
見
据
え
、
変
化

し
て
い
く
こ
と
は
過
去
の
ど
の
時

代
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
て
き
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
受
け
継

い
で
き
た
大
切
な
伝
統
と
、
他
者

を
思
い
や
る
お
茶
の
心
は
変
わ
ら

な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
こ
う
し
て
お
茶
に
関
わ
っ
て

い
ら
れ
る
こ
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
師

の
厳
し
く
も
あ
た
た
か
な
指
導
と

見
守
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
茶
は

一
人

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
変
わ
っ
て
い

く
流
れ
の
な
か
で
、
変
わ
っ
て
は

い
け
な
い
も
の
を
静
か
に
見
つ
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（篠
田
美
也
子
）


